
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

嵆康の「難宅無吉凶摂生論」によせて

辺土名, 朝邦
西南学院大学

https://doi.org/10.15017/18114

出版情報：中国哲学論集. 15, pp.35-54, 1989-10-30. 九州大学中国哲学研究会
バージョン：
権利関係：



三
山
康
の
「
三
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
に
よ
せ
て

辺
土
名

朝

邦

は
じ
め
に

　
毬
康
（
二
二
三
－
二
六
二
）
の
現
行
の
詩
文
集
に
は
、
「
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
「
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
（
以
上
第
八
巻
）
「
釈
難
宅
無

吉
凶
摂
生
論
」
「
平
準
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
（
以
上
第
九
巻
）
の
四
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
魯
迅
が
校
勘
の
底
本
と
し
て
用
い
た
明

の
呉
寛
叢
書
堂
袖
幅
の
目
次
に
よ
れ
ば
、
四
篇
の
中
、
「
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
と
「
釈
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
に
は
「
恩
徳
如
」
の
三
字
が
冠
さ

れ
て
い
る
。
『
世
説
新
語
』
歯
面
篇
注
引
く
「
陳
道
志
名
」
に
よ
れ
ば
、
玩
徳
和
、
名
は
侃
、
山
留
（
河
南
省
）
の
人
で
、
晋
に
仕
え
て

河
内
太
守
に
至
っ
た
。
岱
康
の
友
人
で
あ
る
と
い
う
。
『
質
業
集
』
第
一
巻
に
は
「
与
防
徳
如
一
首
」
と
「
院
徳
如
答
二
首
」
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。
「
玩
徳
如
答
二
首
」
の
そ
の
一
に
「
交
際
未
だ
久
し
か
ら
ず
と
難
も
、
恩
愛
、
中
誠
を
発
す
」
と
あ
り
、
二
人
の
交
友
が
心

の
深
い
部
分
で
の
相
互
理
解
に
基
づ
い
た
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
面
は
院
籍
・
院
成
と
同
族
で
あ
る
。
四
篇
は
、
従
っ
て

玩
徳
宿
と
観
康
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
居
宅
に
吉
凶
が
有
る
か
無
い
か
、
さ
ら
に
そ
れ
に
直
な
っ
て
の
養
生
の
有
無
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

そ
の
対
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
と
こ
ろ
で
、
居
宅
の
吉
凶
を
め
ぐ
る
迷
信
的
習
俗
は
、
す
で
に
後
漢
前
期
よ
り
流
行
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
王
冠
・
王
符
な
ど

の
批
判
論
著
も
今
日
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
た
ん
に
毬
康
と
玩
侃
の
間
で
突
出
的
に
論
題
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
後
漢
か
ら
魏
晋
に
か
け
て
、
宅
の
吉
凶
を
め
ぐ
る
思
想
的
主
題
の
系
脈
が
存
す
る
よ
う
に
思
う
。
拙

論
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
後
漢
魏
晋
の
図
画
術
迷
信
の
歴
史
的
事
実
を
見
、
次
に
王
座
・
王
符
の
図
良
書
批
判
を
検
討
し
、
最
後
に
、
稽

康
と
聖
徳
如
の
こ
の
四
篇
の
対
論
を
通
し
て
、
特
に
髭
面
が
宅
の
吉
凶
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
彼
の
「
難
宅
無
吉
凶

摂
生
論
」
を
中
心
に
し
て
考
察
し
、
そ
れ
が
思
想
史
上
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
を
い
さ
さ
か
論
じ
て
み
た
い
。
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周
知
の
よ
う
に
、
後
漢
か
ら
五
和
に
か
け
て
、
社
会
習
俗
の
一
面
に
お
い
て
迷
信
が
非
常
に
流
行
し
た
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、

三
笠
・
二
相
・
鬼
神
の
淫
祠
・
風
水
・
風
霜
・
堪
輿
な
ど
の
流
行
で
あ
る
。
『
後
漢
書
』
の
方
術
伝
・
五
行
程
や
『
三
国
志
』
『
上
書
』
に

は
、
当
時
の
名
立
る
方
士
・
卜
笠
者
・
巫
瑚
の
伝
記
が
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
迷
信
の
一
つ
と
し
て
、
居
宅
（
陽
宅
）
や
墳
墓
（
陰
宅
）
の
吉
凶
へ
の
信
仰
が
あ
る
。
居
宅
や
墳
墓
の
吉
凶
を
予
知
す
る
術
を
図
宅

術
と
称
し
、
そ
の
術
者
を
工
師
と
呼
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
漢
書
芸
文
志
の
数
術
略
に
は
「
宮
宅
地
形
」
二
十
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

又
、
当
時
黄
帝
撰
と
さ
れ
る
「
宅
経
」
が
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
。
『
後
漢
書
』
酷
吏
列
伝
六
七
董
宣
の
条
に
、
，
光
武
帝
期
の
こ
と
と
し

て
、
北
海
の
大
渓
の
公
孫
丹
が
居
宅
を
新
造
し
た
と
こ
ろ
、
卜
工
が
死
者
が
出
る
と
予
言
し
た
の
で
、
丹
は
息
子
に
命
じ
て
道
行
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ

を
殺
害
さ
せ
、
そ
の
死
体
を
舎
内
に
置
い
て
其
の
答
を
塞
こ
う
と
し
た
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
な
ど
正
に
図
宅
術
を
盲
信
し
た
典
型
例

で
あ
る
。
延
嘉
五
年
（
一
六
二
）
、
大
学
の
門
が
故
無
く
し
て
自
壊
し
た
の
を
、
裏
楷
が
文
徳
教
化
が
衰
退
し
、
天
下
動
乱
に
至
る
前
兆

だ
と
予
言
し
た
（
『
後
漢
書
』
志
第
＝
二
、
五
行
一
）
の
も
一
種
の
図
宅
術
で
あ
ろ
う
。
陰
宅
（
墳
墓
）
の
吉
凶
迷
信
も
盛
ん
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
㈹

た
こ
と
を
示
す
証
例
が
多
く
存
す
る
が
、
こ
こ
で
は
一
例
を
示
そ
う
。
後
漢
明
帝
期
の
六
六
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
衷
安
は
母
に
命
ぜ
ら
れ
て
父
を
葬
る
地
を
探
し
て
い
た
。
道
で
遇
っ
た
三
書
生
が
一
処
を
指
し
て
「
此
の
地
に
葬
ら
ば
、
当

に
世
々
上
公
と
な
る
べ
し
」
と
言
っ
て
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。
衷
安
は
奇
怪
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
が
、
そ
の
言
に
従
っ
て
そ
の
地
に
墳

墓
を
建
て
た
。
以
後
累
世
隆
盛
と
な
っ
た
と
い
う
（
『
後
漢
書
』
巻
四
五
）
。
導
引
に
至
っ
て
は
、
京
房
易
の
流
れ
を
く
む
管
轄
（
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

九
－
二
五
六
）
や
郭
瑛
（
二
七
六
－
三
二
四
）
な
ど
の
伝
に
図
忍
術
の
効
験
例
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
迷
信
の
流
行
が
人
心
を
蝕
み
風
紀
を
棄
乱
さ
せ
た
の
は
否
め
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
王
充
や
天
符
ら
は
当

時
の
迷
信
的
習
俗
に
対
し
て
激
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

ま
ず
、
王
充
（
c
a
二
七
l
c
a
九
七
）
の
図
宅
術
批
判
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か

　
図
宅
術
に
曰
く
、
商
家
の
門
、
－
宜
し
く
南
に
向
う
べ
か
ら
ず
、
平
家
の
門
、
宜
し
く
北
に
向
う
べ
か
ら
ず
、
と
。
則
ち
商
は
金
、
南

　
方
は
火
な
り
。
徴
は
火
、
北
方
は
水
な
れ
ば
な
り
。
水
は
火
に
勝
ち
、
火
は
金
を
賊
し
、
五
行
の
気
相
い
得
ず
。
故
に
五
姓
の
宅
、

　
　
　
　
　
　
む
か

　
門
に
宜
し
く
饗
う
べ
き
有
り
。
饗
い
て
其
の
宜
を
得
れ
ば
、
富
貴
吉
昌
な
る
も
、
響
い
て
其
の
宜
を
失
え
ば
、
貧
賎
衰
耗
す
。
（
『
論

　
衡
』
詰
術
七
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
な
　
と
と
の

呼
声
の
宅
と
は
、
他
な
ら
ぬ
玉
兎
が
い
う
「
発
音
に
よ
っ
て
姓
名
と
字
を
調
え
あ
わ
せ
る
。
姓
に
よ
っ
て
名
前
を
定
め
、
名
前
に
よ
っ

て
字
（
通
称
）
を
決
め
る
。
発
音
に
は
開
閉
、
声
に
は
外
・
内
の
区
別
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
姓
が
五
音
（
宮
面
角
等
等
）
の

い
ず
れ
に
属
し
て
い
る
か
を
定
め
る
。
（
用
口
調
姓
名
苗
字
、
用
量
定
苗
田
、
駅
名
正
其
字
。
ロ
有
張
鍬
、
声
面
外
内
、
以
定
五
音
宮
商

三
三
）
弓
術
篇
」
で
あ
ろ
う
。

　
王
充
は
、
こ
の
三
宅
術
を
虚
妄
で
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
断
ず
る
。
そ
の
批
判
の
根
拠
と
し
て
四
つ
の
こ
と
が
ら
を
挙
げ
て
い
る

が
、
主
要
な
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
な
ぜ
家
の
門
の
方
角
だ
け
で
宅
の
吉
凶
を
定
め
る
の
か
。
家
の
中
心
は
堂
（
表

座
敷
）
や
嚥
（
廊
下
）
で
あ
る
は
ず
だ
。
一
日
中
居
る
の
は
堂
で
あ
る
。
な
ぜ
堂
で
吉
凶
を
考
え
な
い
の
か
。
二
つ
は
、
宅
に
吉
凶
有

り
と
す
る
な
ら
、
民
衆
の
居
宅
だ
け
で
な
く
、
役
人
の
住
む
官
舎
に
も
適
用
で
き
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
で
官
舎
は
門
が
南
方
に
つ
い
て

お
り
、
長
官
の
宿
舎
の
門
は
東
西
に
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
に
赴
任
し
て
住
む
人
に
は
五
音
の
姓
の
区
別
が
あ
り
、
そ
の
官
舎
に
も
五
音

の
区
別
が
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
図
宅
術
の
禁
忌
に
ふ
れ
て
凶
運
に
あ
た
る
人
が
出
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
出
て
こ
な
い
。
逆
に
吉
運
と

な
る
べ
き
人
が
左
遷
さ
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
は
理
屈
に
合
わ
ぬ
こ
と
で
は
。
三
つ
は
、
姓
が
五
音
に
属
し
て
い
て
も
、
，
人
の
気
質
に
五

行
の
区
別
が
あ
る
。
同
じ
商
姓
に
属
し
て
い
て
も
、
五
行
の
気
質
の
違
う
人
が
そ
ろ
っ
て
南
向
き
の
門
か
ら
外
出
す
る
時
、
吉
凶
が
違

っ
て
く
る
の
は
、
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

　
差
出
術
は
五
行
相
勝
説
に
も
と
づ
い
て
、
個
々
の
事
柄
の
五
行
配
当
の
不
一
致
が
凶
運
を
招
く
と
説
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
王
充
は
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宅
に
吉
凶
有
り
と
す
る
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
個
々
の
具
体
的
矛
盾
を
衝
い
て
、
図
宅
術
の
説
を
論
破
す
る
の
で
あ
る
。
習
律
の
生

地
会
稽
は
「
俗
多
淫
祀
、
好
卜
笠
」
（
『
後
漢
書
』
巻
四
一
、
第
五
倫
伝
）
と
あ
る
よ
う
に
元
来
迷
信
の
盛
ん
な
地
方
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
根
羽
は
そ
の
弊
習
を
人
一
倍
感
じ
悪
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
図
宅
術
批
判
ば
、
そ
う
し
た
彼
自
身
の
体
験
に
根
差

し
つ
つ
、
「
考
之
以
心
、
敷
之
神
事
」
（
『
論
衡
』
対
作
）
と
い
う
意
識
的
な
実
証
方
法
に
よ
っ
て
、
た
し
か
に
そ
れ
な
り
の
合
理
的
、
科
学

的
な
批
判
論
理
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
迷
信
批
判
の
根
底
に
は
、
宅
有
吉
凶
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
天
寿
の
問
題
に
対
し
て
も
、
い
わ
ゆ

　
㈲る

命
定
論
が
ひ
か
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
つ

　
王
充
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
天
の
元
気
を
稟
け
て
生
れ
、
気
を
含
ん
で
成
長
す
る
（
命
義
六
）
。
そ
の
気
は
そ
の
初
訳
に
お
い
て

厚
薄
清
濁
多
少
の
量
的
質
的
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
そ
の
気
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
我
々
人
間
の
形
体
・
気
質
・
性
・
命
に
千
差
万

別
の
相
違
が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
王
充
は
、
性
と
命
と
を
裁
然
と
区
別
す
る
。
性
は
操
行
の
善
悪
（
道
徳
的
行
為
）
で
あ
り
、

か
つ
堅
強
軟
弱
の
質
的
差
異
も
性
に
属
す
る
と
さ
れ
る
（
命
義
）
。
そ
れ
に
対
し
て
命
と
は
天
寿
禍
福
吉
凶
で
あ
る
。
性
は
命
に
支
配
さ

れ
る
が
、
例
え
ば
「
堅
強
の
性
を
稟
得
す
れ
ば
、
再
訴
厚
に
し
て
体
堅
強
な
れ
ば
寿
命
長
し
」
（
命
義
）
と
い
え
る
点
で
、
現
象
的
に
は

性
と
命
が
相
即
な
時
も
あ
る
。
し
か
し
、
堅
強
で
善
な
る
性
の
所
有
者
が
す
べ
て
長
命
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
原
理
的
に
は
性
と
命
と

は
因
果
関
係
を
有
し
な
い
別
個
の
人
間
の
本
質
的
存
在
で
あ
る
。

　
王
充
は
性
に
つ
い
て
は
、
中
人
の
立
場
に
お
い
て
そ
の
善
悪
（
堅
強
軟
弱
も
含
む
で
あ
ろ
う
）
の
後
天
的
努
力
（
養
）
を
認
め
る
（
「
人

単
性
、
善
可
変
為
悪
、
悪
可
変
為
善
」
走
性
八
）
。
し
か
し
性
に
つ
い
て
は
、
後
天
的
努
力
に
よ
る
変
改
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
。
群
団

に
従
え
ば
、
一
切
の
人
為
に
よ
る
変
改
が
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
こ
そ
命
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
は
儒
家
の
三
魚
津
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

の
「
随
命
」
す
な
わ
ち
「
学
力
操
行
し
て
吉
福
至
り
、
情
を
縦
に
し
欲
を
施
し
て
筆
禍
到
る
」
の
観
念
を
否
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ぶ

○
人
、
元
気
を
天
に
儲
け
、
各
の
寿
天
の
命
を
受
け
て
、
以
て
長
短
の
形
を
立
つ
る
は
、
猶
お
聾
者
の
埴
を
用
い
て
篤
嚥
を
為
り
、
冶

　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
　
う

者
の
銅
を
用
い
て
評
語
を
為
る
が
ご
と
し
。
器
形
巳
に
成
れ
ば
、
小
　
大
に
す
可
か
ら
ず
、
人
体
巳
に
定
ま
れ
ば
、
減
増
す
可
か
ら
ず
。

　
（
『
論
衡
』
無
形
七
）

○
禍
福
の
至
る
は
時
な
り
。
死
生
の
到
る
は
命
な
り
。
人
の
命
は
天
に
懸
り
、
吉
凶
は
時
に
存
す
。
命
窮
ま
れ
ば
操
行
善
な
り
と
も
、
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つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

　
天
、
続
ぐ
能
わ
ず
。
命
長
し
け
れ
ば
操
行
悪
な
り
と
も
、
天
、
奪
う
能
わ
ず
。
（
中
略
）
人
の
生
、
未
だ
必
ず
し
も
吉
を
得
て
喜
に
逢

　
わ
ず
。
其
の
死
、
独
り
何
す
れ
ぞ
之
を
凶
を
犯
し
忌
に
触
る
る
と
謂
わ
ん
。
（
『
論
衡
』
弁
崇
七
二
）

人
の
吉
凶
は
時
勢
の
定
め
で
あ
り
、
寿
命
も
命
定
で
あ
っ
て
人
為
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
か
る

見
解
か
ら
す
れ
ば
、
宅
が
人
の
天
寿
に
関
係
あ
り
と
す
る
説
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
王
充
の
命
定
論
に
基
づ
く
処
世
態

度
は
結
局
次
の
ご
と
く
要
約
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
命
を
信
ず
る
者
は
、
則
ち
幽
居
し
て
時
を
侯
つ
可
く
、
精
を
労
し
形
を
苦
し
め
て
之
を
求
索
す
る
を
須
い
ず
。
（
『
論
衡
』
命
禄
三
）

人
為
に
よ
る
性
の
善
悪
の
改
変
を
認
め
る
に
せ
よ
、
王
権
の
命
定
論
か
ら
積
極
的
楽
天
的
人
生
観
を
導
き
出
す
こ
と
は
困
難
な
こ
と
だ

と
思
う
。

三

　
題
意
の
死
に
先
立
つ
約
十
二
年
前
、
王
都
の
生
地
会
稽
よ
り
も
さ
ら
に
辺
境
の
安
定
郡
臨
浬
県
（
甘
粛
省
鎮
原
県
）
の
細
族
の
庶
子

　
　
　
　
　
　
け

と
し
て
生
れ
た
王
符
（
c
a
八
五
1
㎝
一
六
二
）
は
、
宅
の
吉
凶
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
俗
工
又
曰
く
「
商
家
の
宅
は
宜
し
く
西
に
門
を
出
づ
べ
し
」
と
。
此
れ
復
た
虚
な
り
　
。
五
行
当
に
出
で
て
は
其
の
勝
に
乗
じ
、
入

　
り
て
は
其
の
険
に
居
せ
ば
乃
ち
安
吉
な
り
。
商
家
東
に
向
っ
て
入
る
、
東
よ
り
入
れ
ば
、
反
っ
て
以
て
金
、
木
に
伐
つ
と
為
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

　
則
ち
家
中
の
精
神
日
に
戦
闘
す
る
な
り
。
五
行
厳
然
り
。
又
曰
く
「
宅
に
薄
商
の
第
、
符
に
直
る
の
歳
有
り
」
と
。
既
に
然
ら
ば
、

　
其
の
上
に
於
て
室
数
を
増
損
す
れ
ば
、
即
ち
以
て
其
の
音
を
変
じ
て
其
の
符
を
過
ぐ
る
刷
け
ん
邪
。
今
、
一
再
な
り
。
同
姓
相
代
り

　
論
る
も
の
は
吉
、
謬
る
も
の
は
凶
な
り
。
一
落
な
り
、
同
姓
相
代
り
、
或
る
も
の
は
遷
り
或
る
も
の
は
免
る
。
一
宮
な
り
、
成
康
は

　
之
に
旨
し
て
日
に
以
て
興
こ
り
、
幽
・
属
は
之
に
罪
し
て
日
に
以
て
衰
う
。
此
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
吉
凶
の
興
衰
、
宅
に
在
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ざ
る
こ
と
明
か
な
り
　
。
（
『
潜
三
論
』
卜
列
二
五
）

要
す
る
に
、
王
符
が
図
宅
術
を
「
虚
」
な
り
と
し
「
其
為
謳
也
甚
　
」
と
否
定
す
る
論
拠
は
二
つ
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
同
一
の
居
宅

・
官
舎
・
宮
殿
で
同
姓
（
よ
り
広
く
い
え
ば
五
音
を
同
じ
く
す
る
姓
）
の
者
が
入
れ
替
わ
り
住
ん
だ
と
し
て
、
あ
る
者
は
吉
良
に
あ
い
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あ
る
者
は
凶
運
に
陥
る
。
こ
の
事
実
を
図
宅
術
は
ど
う
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
拠
は
、
前
述
の
王
充
の
批
判
の
第

二
第
三
の
論
拠
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
王
符
の
図
宅
術
批
判
の
論
拠
の
二
つ
は
、
宮
商
の
五
音
の
宅
が
太
歳
の
符
に
当
る
歳
に
そ
の
門
数
を
増
減
す
れ
ば
、
．
五
音
の
配
当
を

変
じ
て
、
図
宅
術
の
予
言
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
，
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
予
言
は
何
ら
有
効
性
を
も
た
な
い
で
は

な
い
か
と
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
王
符
も
王
充
と
同
様
に
、
図
宅
術
の
個
々
の
具
体
的
な
矛
盾
を
合
理
的
論
拠
を
も

っ
て
批
判
す
る
形
で
、
そ
の
無
効
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
王
符
は
、
し
か
し
、
そ
の
論
拠
の
よ
っ
て
立
つ
基
本
的
な
立
場
に
お
い
て
は
、
窯
元
の
よ
う
な
命
定
論
を
採
ら
な
い
。
彼
は
王
充
と

違
っ
て
、
「
人
天
相
通
じ
、
気
感
じ
て
相
和
し
、
善
悪
相
徴
し
、
異
端
変
化
す
」
（
『
潜
夫
論
』
輯
録
）
と
い
う
よ
う
に
、
天
人
感
応
を
肯
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

し
、
人
為
に
よ
る
性
命
の
可
変
を
強
く
信
じ
て
い
〔
た
。

　
凡
そ
人
の
吉
凶
は
行
を
以
て
主
と
為
し
、
命
を
以
て
決
と
為
す
。
行
と
は
、
己
れ
の
質
な
り
。
命
と
は
天
の
制
な
り
。
己
れ
に
在
る

　
者
は
固
よ
り
為
す
書
き
な
り
。
天
に
在
る
者
は
知
る
可
ら
ざ
る
な
り
。
奇
観
の
祝
請
は
、
蓋
し
鬼
神
に
交
り
て
細
微
を
救
ケ
の
み
。

　
大
命
に
至
り
て
は
之
を
如
何
と
も
す
る
な
し
。
（
中
略
）
徳
義
違
う
無
く
ん
ば
、
鬼
神
乃
ち
書
く
。
鬼
神
受
売
す
れ
ば
福
井
乃
ち
降
る
。

　
　
（
中
略
）
夫
れ
妖
は
徳
に
勝
た
ず
、
邪
は
正
に
伐
た
ざ
る
は
、
天
の
経
な
り
。
（
『
潜
再
論
』
巫
列
二
六
）

王
党
は
、
人
問
の
天
寿
禍
福
に
先
天
的
に
決
定
さ
れ
る
部
分
（
大
命
）
が
存
す
る
の
を
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
原
則
的
に
は
、
王
党

が
否
定
し
た
、
儒
家
の
伝
統
的
「
随
命
」
説
を
支
持
す
る
。
吉
凶
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
人
間
の
道
徳
的
行
為
ー
ー
徳
義
に
存
す
る
の
だ

と
す
る
。
徳
義
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
鬼
神
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
福
酢
が
降
る
。
な
ぜ
な
ら
、
邪
は
正
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
巫
観
・
卜
笠
が
節
度
あ
る
形
で
利
用
さ
れ
る
か
ぎ
り
は
認
め
る
、
し
か
し
基
本
は
徳
義
の
正
道
を
守
り
、
あ
く

ま
で
も
迷
信
を
排
し
（
「
淫
鬼
に
近
づ
か
ず
」
）
、
か
く
て
天
命
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
、
と
。
こ
う
し
た
王
符
の
見
解
が
、
桓
霊
期
の
社
会

的
動
乱
の
中
で
、
ど
れ
程
当
時
の
人
士
の
心
を
と
ら
え
た
か
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
疑
問
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
見
解
が
儒
家

の
伝
統
的
運
命
観
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
後
漢
末
に
は
、
他
に
も
例
え
ば
仲
長
統
（
一
七
九
－
二
二
〇
）
な
ど
に
二
丁
吉
凶
を
批
判
す
る
見
解
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
批
判

．
の
論
拠
は
、
大
回
、
王
充
と
三
三
の
所
論
で
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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四

　
岱
康
と
玩
徳
如
の
宅
の
吉
凶
及
び
そ
れ
に
伴
な
う
摂
生
法
に
つ
い
て
の
議
論
を
ま
と
め
た
四
篇
に
つ
い
て
、
今
、
具
体
的
な
検
討
を
・

加
え
た
い
が
、
宅
の
吉
凶
を
め
ぐ
る
二
人
の
議
論
に
当
面
の
問
題
を
し
ぼ
る
の
で
、
お
の
ず
か
ら
、
摂
生
法
に
関
わ
る
議
論
に
つ
い
て

の
紹
介
考
察
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ
と
を
予
め
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
は
じ
め
に
「
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
と
「
難

宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
と
を
見
て
み
た
い
。

　
「
養
毛
吉
凶
摂
生
論
」
に
お
け
る
玩
徳
如
の
居
宅
の
吉
凶
に
か
か
わ
っ
て
の
主
張
は
、
ほ
ぼ
四
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　
H
こ
れ
が
全
体
的
な
結
論
で
も
あ
る
が
、
「
忌
崇
（
迷
信
）
は
知
ら
ざ
る
に
生
ず
」
と
し
、
性
命
禍
福
の
理
に
無
知
で
あ
る
が
故
に
三

宅
術
や
他
の
迷
信
が
発
生
す
る
の
だ
と
．
い
う
。

　
世
に
安
宅
・
反
面
・
陰
陽
・
度
数
適
野
菜
の
忌
有
り
。
是
れ
何
ぞ
生
ず
る
所
な
ら
ん
乎
。
性
命
を
見
ず
、
禍
福
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
見
ざ
る
が
故
に
妄
り
に
求
め
、
知
ら
ざ
る
が
故
に
幸
を
干
む
。

　
⇔
人
間
の
寿
命
禍
福
は
性
命
の
自
然
で
、
求
む
可
か
ら
ず
、
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
三
公
の
邸
宅
を
建
て
て
、
そ

こ
に
愚
民
を
住
ま
わ
せ
て
も
、
そ
の
愚
民
は
も
ち
ろ
ん
三
公
に
は
な
れ
な
い
。
居
宅
は
そ
こ
に
住
む
人
の
寿
命
禍
福
と
は
全
く
無
関
係

で
あ
一
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
夫
れ
寿
夫
の
求
む
べ
か
ら
ざ
る
は
、
貴
賎
よ
り
も
甚
だ
し
。
然
ら
ば
則
ち
百
年
の
寿
宮
を
択
ん
で
、
背
子
の
寿
を
望
み
、
弧
立
干
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ね

r
以
て
彰
祖
の
天
な
ら
ん
こ
と
を
速
か
ん
と
す
る
も
、
必
ず
毒
せ
ず
　
。
然
ら
ば
則
ち
果
し
て
宅
（
の
吉
凶
）
無
き
な
り
。
干
れ
性
命

　
自
然
に
し
て
求
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く

院
徳
如
は
つ
づ
け
て
い
う
、
い
っ
た
い
同
じ
鳥
屋
に
住
む
難
、
同
じ
欄
の
羊
で
も
、
客
人
が
や
っ
て
来
て
（
そ
の
御
馳
走
に
）
屠
殺
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ
め

れ
る
も
の
が
あ
る
。
“
住
む
処
は
同
じ
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
「
命
に
制
」
が
あ
る
の
だ
、
と
。

　
皇
図
宅
術
は
、
正
道
を
は
ず
れ
た
邪
を
も
っ
て
福
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
福
を
得
ら
れ
な
い
。
玩
徳
業
は
考
え
る
、

一
4
1
．一



肉
体
に
お
け
る
過
度
の
行
為
が
様
々
な
疾
病
を
生
じ
る
が
、
そ
の
疾
病
を
な
お
す
に
は
、
そ
の
根
因
で
あ
る
過
度
の
弊
害
を
除
去
す
れ

ば
よ
い
。
あ
る
い
は
、
賊
が
や
っ
て
き
た
ら
逃
亡
し
、
多
食
し
て
消
化
不
良
と
な
れ
ば
黄
丸
を
服
用
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
常
理
に
か
な

っ
た
正
七
い
方
法
だ
。
し
か
る
に
三
宅
術
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
基
を
掘
り
宅
を
築
き
、
日
を
費
や
し
、
身
を
苦
し
め
て
、
以
て
之
を
求
め
、
疾
は
形
に
生
じ
、
而
も
治
は
土
木
に
加
う
。
是
れ
疾
彦

　
ゆ
る
無
し
　
。

　
国
書
徳
如
は
以
上
の
H
、
　
口
、
国
に
お
い
て
、
宅
に
吉
凶
が
な
い
と
主
張
し
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
一
歩
譲
っ
て
、
宅
に
吉
凶
が

有
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ト
笠
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
吉
凶
を
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
吉
凶
を
操
作
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
宅
の
吉
凶
を
知
る
こ
と
に
つ
い
て
も
限
定
が
あ
る
、
と
。
彼
は
い
う
、
成
居
（
現
在
存
す
る
居
宅
）
に
つ
い
て
吉
凶
を
知
り
う
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
吉
凶
に
よ
っ
て
新
た
な
居
宅
を
建
て
て
も
、
そ
の
吉
凶
は
全
く
有
効
性
を
も
た
な
い
と
。

世
の
工
師
、
成
居
を
占
え
ば
則
ち
験
あ
れ
ど
も
、
新
を
造
ら
し
め
ば
則
ち
徴
な
し
。
世
人
、
其
の
旧
を
占
う
を
多
と
し
、
因
り
て
其

　
の
新
を
造
る
を
求
む
。
是
れ
舟
の
水
に
行
く
を
見
て
、
之
を
陵
に
推
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
熟
れ
数
に
明
か
な
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ

　
旧
新
の
理
は
猶
お
ト
笠
の
ご
と
し
。
煮
れ
繋
亀
数
寄
、
以
て
吉
凶
を
知
る
可
き
も
、
然
れ
ど
も
吉
凶
を
為
す
能
わ
ず
。

以
上
、
長
徳
如
の
主
張
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
思
想
的
特
色
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
無
知
か
ら
忌
崇
を
生
じ
る
と
し
、

「
忌
崇
を
以
て
家
を
警
む
る
者
は
、
富
を
求
め
て
其
の
極
、
皆
貧
な
り
」
と
断
じ
、
迷
信
を
打
破
し
、
物
事
の
理
を
窮
め
（
無
過
縁
引
）
、

養
生
は
正
し
い
方
法
（
正
道
）
に
よ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
の
見
解
は
た
し
か
に
科
学
的
合
理
的
な
論
理
に
よ
る
図
手
術
批
判
、
ひ
い

て
は
迷
信
一
般
へ
の
批
判
だ
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
評
価
で
き
る
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
宅
無
吉
凶
論
を
さ
さ
え
る
根
本
的
な

と
こ
ろ
に
命
定
論
に
も
と
つ
く
人
間
観
が
存
す
る
。
溜
男
如
の
命
定
論
的
人
間
観
に
は
、
お
そ
ら
く
、
先
ほ
ど
み
た
王
充
の
命
定
論
の

影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
院
徳
如
の
見
解
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
別
の
こ
と
が
ら
は
、
第
四
に
み
た
よ
う
に
、
彼
は
一
方
で
吉
凶
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
成
居

の
吉
凶
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
を
と
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
論
争
の
展
開
上
の
対
手
へ
の
譲
歩
で
あ
ろ
う
が
、
し

か
し
、
こ
の
譲
歩
は
り
き
つ
め
れ
ば
、
先
の
命
定
論
に
よ
る
宅
の
吉
凶
を
否
定
す
る
主
張
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
後
に
見

る
よ
う
に
岱
康
は
こ
の
点
を
衝
く
。
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「
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
に
お
い
て
、
笛
康
は
、
院
二
面
の
主
張
に
逐
一
反
論
を
加
え
る
。
ま
ず
⇔
の
寿
命
禍
福
は
性
命
の
自
然
と

す
る
命
定
論
に
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

　
あ
な
た
の
見
解
に
従
え
ば
、
人
の
寿
命
は
命
定
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
発
舜
の
時
代
に
皇
帝
の
徳
政
に
よ
っ
て
人
民
が
斉
し
く
長
命

を
う
け
た
と
笠
石
箭
は
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
か
の
秦
将
白
干
が
長
平
で
竹
富
の
降
卒
四
十
万
人
を
穴
埋
め
に
し
て
殺

し
た
。
こ
れ
は
兵
卒
が
皆
短
命
の
運
だ
っ
た
と
い
う
の
か
。
あ
な
た
の
命
定
論
で
説
明
が
で
き
な
い
の
で
は
。
さ
ら
に
、
も
し
命
定
論

を
認
め
れ
ば
、
善
を
な
し
悪
を
排
す
る
と
い
う
常
倫
が
、
我
々
の
人
生
に
何
ら
決
定
的
役
割
り
を
果
た
さ
な
い
こ
と
と
な
る
。
か
く
て

三
三
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
吉
凶
素
よ
り
定
ま
り
推
移
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
古
人
何
ぞ
「
積
善
の
家
必
ず
余
慶
有
ゆ
」
（
易
経
卦
文
言
）
「
信
を
履
み
順
を

　
思
え
ば
、
天
よ
り
之
を
亡
く
」
（
易
繋
辞
）
と
い
う
や
。
必
ず
積
善
に
し
て
而
る
後
々
応
じ
、
信
著
か
に
し
て
直
る
後
祐
来
る
。
猶
お

　
罪
の
罰
を
招
き
、
功
の
賞
を
致
す
が
ご
と
し
。
荷
く
も
先
に
（
善
を
）
積
み
て
而
る
後
に
報
を
受
く
る
は
、
事
理
の
得
る
所
に
し
て

　
闇
に
自
ら
之
に
遇
う
と
な
さ
ざ
る
な
り
。

ま
た
院
徳
如
が
三
公
の
邸
宅
を
建
て
て
そ
こ
に
愚
民
を
住
ま
わ
せ
て
も
三
公
と
は
な
れ
な
い
と
す
る
論
に
つ
い
て
は
、
毬
康
は
次
の
よ

う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
宅
に
吉
凶
有
り
と
す
る
の
は
、
そ
こ
に
住
む
人
間
の
善
悪
と
無
関
係
に
福
を
成
す
と
い
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
（
「
吉
兆
、
能
く
独
り
福
を
成
す
と
謂
わ
ず
」
）
。
賢
才
を
備
え
た
君
子
が
居
宅
を
ト
し
て
択
ん
で
住
み
、
そ
の
上
に
そ
の
君
子
が

履
順
積
徳
の
行
為
を
実
践
す
れ
ば
元
吉
を
承
け
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
夫
の
良
農
、
既
に
善
藝
を
懐
き
、
又
、
沃
土
を

択
ん
で
、
復
た
転
粁
を
加
う
れ
ば
盈
倉
の
報
有
る
」
が
ご
と
し
と
い
う
。

　
積
善
履
順
に
よ
っ
て
も
吉
凶
が
変
改
で
き
る
と
す
る
見
解
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
岱
康
は
、
王
充
や
血
止
如
の
命
定
論
に
も
と
つ

く
消
極
的
な
性
命
観
を
克
服
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
積
善
履
順
は
、
儒
家
の
伝
統
的
な
実
践
徳
目
で
あ
る
。
か
か
る
実

践
徳
目
に
よ
っ
て
吉
凶
が
変
改
で
き
る
と
す
る
見
解
は
、
前
に
み
た
王
符
の
徳
義
遵
守
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同
じ
い
。
そ
の
点
に
お
い

て
、
思
想
史
的
に
み
れ
ば
、
王
符
に
例
を
み
る
命
定
論
的
人
生
観
に
対
抗
す
る
立
場
の
正
統
的
儒
家
の
人
生
観
を
、
愁
康
は
一
面
的
に

は
継
承
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
た
だ
、
毬
康
と
王
符
と
の
問
に
は
思
想
の
根
本
の
部
分
で
相
違
が
存
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
王
符
と
異
な
っ
て
毬
康
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が
宅
に
吉
凶
有
り
と
す
る
説
に
左
心
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
し
ば
ら
く
措
い
て
、
次
章
の
毬
康
の
「
答
釈
難
皆
無
吉
凶
摂
生
論
」
を
概
観
す
る
と
こ
ろ
で
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　
属
島
如
の
四
の
、
成
居
に
つ
い
て
は
ト
笠
と
同
じ
く
吉
凶
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
か
し
吉
凶
を
作
為
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

の
主
張
に
つ
い
て
。
岱
康
は
「
も
し
論
の
如
く
宅
と
ト
と
同
じ
く
能
く
知
る
の
み
に
て
為
す
能
わ
ず
と
す
れ
ば
、
則
ち
吉
凶
巳
に
成
る

を
知
る
と
錐
ど
も
何
の
益
か
あ
ら
ん
」
と
い
う
。
宅
を
占
う
と
は
、
た
だ
た
ん
に
建
造
物
を
占
う
こ
と
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
此
れ
宅
に

自
ら
善
悪
有
り
て
居
者
之
に
従
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
「
宅
能
く
人
を
制
し
之
に
従
わ
し
」
む
る
と
す
れ
ば
、
「
当
に
吉
な
る

べ
き
人
、
災
を
凶
宅
に
受
く
。
妖
逆
無
道
な
れ
ど
も
福
を
吉
居
に
獲
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
も
と
よ
り
母
野
如
が
当
初

命
定
論
に
よ
っ
て
否
定
し
た
こ
と
だ
。
宅
の
吉
凶
を
占
う
と
い
う
こ
と
が
、
「
吉
凶
故
よ
り
当
に
人
に
由
る
べ
く
ん
ば
、
則
ち
幽
居
と
難

も
、
何
ぞ
風
位
甑
と
云
わ
ん
耶
」
、
つ
ま
り
吉
凶
の
験
は
そ
の
人
に
由
る
の
だ
か
ら
、
従
っ
て
成
居
新
宅
の
区
別
は
意
味
を
な
さ
な
い
。

こ
こ
で
、
岱
康
は
院
徳
如
の
主
張
の
も
つ
矛
盾
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
岱
康
の
い
い
た
い
の
は
、
宅
に
吉
凶
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
宅
の
吉
凶
が
い
か
な
る
人
の
運
命
を

も
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
人
間
に
内
な
る
制
約
と
し
て
の
性
命
の
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
性
命
が

そ
の
人
間
を
取
り
巻
く
外
的
な
事
柄
と
関
係
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
宅
の
善
悪
と
人
の
性
命
と
が
相
ま
っ
て
そ
の
人
間
の
吉
凶
を
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

合
的
に
形
成
す
る
の
だ
と
。
「
宅
を
ト
し
て
吉
な
り
と
難
も
、
而
も
功
は
独
り
成
ら
ず
。
重
い
須
つ
の
理
誠
に
然
る
な
り
」
。

　
院
黒
髭
の
H
の
燈
下
は
無
知
よ
り
生
ず
る
と
す
る
主
張
と
国
の
賢
愚
術
に
よ
る
幸
福
追
求
は
邪
道
で
あ
り
、
常
理
に
か
な
っ
た
追
求

こ
そ
王
道
で
あ
る
と
の
主
張
と
に
対
し
て
、
毬
康
は
彼
の
思
想
の
根
元
に
存
す
る
幽
霊
世
界
へ
の
存
在
認
識
か
ら
批
判
を
加
え
る
。

　
岱
康
は
、
賊
が
来
た
ら
逃
亡
す
る
、
消
化
不
良
な
ら
ば
黄
丸
を
服
用
す
る
と
い
っ
た
や
り
方
は
、
そ
の
書
し
の
ぎ
の
根
本
的
な
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
カ

で
は
な
い
と
い
う
。
根
本
的
な
方
法
と
は
、
無
形
に
策
を
講
ず
る
こ
と
で
あ
る
（
「
賊
と
病
を
無
形
に
制
せ
ば
、
事
功
幽
に
し
て
憶
う

な
し
」
）
。
ま
し
て
や
「
天
下
の
微
事
、
言
の
及
ぶ
能
わ
ざ
る
所
、
数
の
分
つ
能
わ
ざ
る
所
」
す
な
わ
ち
幽
霊
の
世
界
に
対
処
す
る
に
は

通
常
の
方
法
で
は
役
に
立
た
な
い
の
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
三
徳
如
の
9
め
主
張
に
対
し
て
、
毬
康
は
次
の
ご
と
く
批
判
す
る
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
天
地
は
広
遠
、
品
物
は
多
方
、
、
智
の
知
る
所
は
未
だ
知
ら
ざ
る
所
の
者
衆
き
に
若
か
ざ
る
也
六
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）
。
今
、
群
賊
・
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き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ち

　
営
門
の
術
を
執
っ
て
、
養
生
已
に
備
わ
り
至
理
已
に
尽
く
せ
り
と
謂
う
。
心
を
馳
せ
観
を
極
わ
め
、
此
を
斉
し
く
し
て
還
、
意
の
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ほ
ロ
と

　
ば
ざ
る
所
、
皆
震
れ
無
し
と
謂
う
。
故
に
所
見
に
据
り
て
以
て
古
人
の
難
言
す
る
所
を
定
む
。
蠕
姑
の
氷
雪
を
議
す
る
が
似
き
無
き
，

　
を
得
ん
邪
。

我
々
普
通
の
人
間
（
中
人
）
に
と
っ
て
、
既
知
の
世
界
は
未
知
の
世
界
に
比
し
て
、
あ
ま
り
に
も
狭
少
で
あ
る
。
未
知
の
世
，
界
を
一
概

に
「
無
し
」
と
否
定
し
さ
っ
た
り
、
既
知
に
も
と
つ
く
養
生
方
法
こ
そ
絶
対
だ
す
る
こ
と
は
、
従
っ
て
急
診
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
ゆ

岱
康
は
も
ち
ろ
ん
、
無
知
を
是
と
し
、
風
水
・
堪
輿
を
盲
信
せ
よ
と
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
岱
康
が
い
い
た
い
こ
と
は
、
未
知
の

世
界
に
常
理
で
は
容
易
に
窮
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
重
の
世
界
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
世
界
の
存
在
の
確
信
は

易
と
老
荘
、
と
く
に
荘
子
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
い
う
、
我
々
は
古
人
の
「
存
し
て
論
ぜ
ず
（
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）
、
神
に
し
て

之
を
明
か
に
し
、
遂
に
来
物
を
知
る
（
易
繋
辞
）
。
故
に
能
く
独
り
万
化
の
前
を
観
、
功
を
大
骨
の
後
に
収
む
」
る
方
法
を
こ
そ
遵
守
す

べ
き
で
あ
る
と
。
か
く
て
、
・
「
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
の
結
び
と
し
て
、
岱
康
は
次
の
ご
と
く
い
う
。

　
　
　
　
　
　
お

　
吾
れ
専
断
に
怯
ず
。
進
ん
で
敢
え
て
禍
福
を
ト
相
に
定
め
ず
、
退
き
て
敢
え
て
家
に
吉
凶
無
し
と
謂
わ
ざ
る
な
り
。

一4
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次
に
院
徳
如
の
「
釈
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
と
岱
康
の
「
答
釈
塩
蒸
無
吉
凶
摂
生
論
」
に
お
け
る
両
者
の
論
議
を
み
て
み
た
い
。
こ
の
二

論
の
段
階
に
至
る
と
、
反
論
の
反
論
、
さ
ら
に
相
手
の
主
張
へ
の
譲
歩
に
よ
る
自
説
の
補
強
、
そ
れ
の
論
理
矛
盾
を
衝
く
批
判
と
、
両

者
の
論
争
は
錯
綜
の
様
態
を
呈
し
て
く
る
。
け
れ
ど
も
基
本
的
な
論
点
は
前
章
で
み
た
通
り
で
あ
る
。
宅
の
吉
凶
論
議
に
つ
い
て
の
論

点
の
深
化
と
い
う
観
点
で
、
こ
の
二
篇
の
論
旨
を
整
理
し
つ
つ
、
裕
康
の
思
想
的
特
色
を
見
て
い
こ
う
。

　
こ
の
二
篇
全
体
を
熟
読
す
る
と
、
重
要
な
論
点
は
三
つ
に
絞
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
両
者
の
論
旨
を
セ
ッ
ト
に
し
て
ま
と
め
な

が
ら
概
述
し
て
い
こ
う
。

　
H
「
難
訳
無
吉
凶
摂
生
論
」
で
、
樹
齢
は
積
善
履
順
に
よ
る
吉
凶
の
変
改
を
認
め
て
、
愚
臣
如
の
命
定
論
に
よ
る
宅
の
吉
凶
否
定
へ

の
反
論
を
加
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
院
徳
如
は
、
大
旨
次
の
ご
と
く
反
駁
す
る
。



．
私
が
「
怠
に
居
り
逆
を
行
な
う
も
彰
祖
は
若
死
に
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
あ
な
た
が
信
順
を
も
っ
て

反
論
さ
れ
た
の
は
正
し
い
。
考
え
る
に
「
命
は
善
く
る
所
の
分
で
あ
り
、
信
順
と
は
命
を
成
す
の
理
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
論
語
で
孔

子
は
「
君
子
身
を
修
め
て
命
を
待
つ
」
と
い
い
、
孟
子
は
「
命
を
知
る
者
は
巌
塙
の
下
に
立
た
ず
」
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
こ
で
詳
言
如
は
あ
き
ら
か
に
毬
康
に
妥
協
し
て
い
る
。
た
だ
彼
は
妥
協
し
つ
つ
も
、
も
し
信
順
が
吉
凶
を
変
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
と

居
宅
墳
墓
を
修
め
て
吉
を
求
め
る
こ
と
を
貴
ぶ
必
要
も
な
く
な
る
、
「
寿
宮
は
里
子
に
無
益
な
の
だ
」
と
し
て
、
結
局
は
自
説
の
宅
無
吉

凶
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
院
徳
如
の
か
か
る
主
張
に
対
し
て
、
毬
康
は
い
う
。

　
あ
な
た
は
「
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
で
、
指
命
は
一
定
で
人
為
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
云
わ
れ
た
。
首
尾
一
貫
し
て
命
定
論
の
立

場
に
た
た
れ
た
。
し
か
る
に
、
私
が
信
順
を
も
っ
て
難
ず
る
と
、
さ
っ
そ
く
「
信
順
は
成
命
の
理
」
だ
と
い
わ
れ
る
。
お
っ
し
ゃ
る
通

り
だ
と
す
れ
ば
、
命
が
信
順
を
以
て
成
る
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
信
順
な
ら
ざ
る
を
以
て
敗
れ
る
わ
け
だ
。
も
し
命
の
成
敗
が
信
順
に
係

わ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
、
私
が
（
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
で
）
「
長
命
短
命
は
人
の
愚
智
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
性
命
自
然
で
な

い
」
と
批
判
し
た
こ
と
と
一
致
す
る
の
で
は
。
さ
ら
に
質
問
す
る
が
、
信
順
が
命
を
成
す
と
す
る
な
ら
ば
、
周
亜
夫
は
ど
れ
程
の
悪
事

を
は
た
ら
い
た
か
ら
餓
死
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
英
布
は
ど
ん
な
徳
を
修
め
た
か
ら
王
と
な
っ
た
と
い
う
の
か
。
す
で
に
落
命
は

定
ま
っ
て
い
る
と
の
見
解
を
持
し
な
が
ら
、
信
順
を
成
命
の
理
だ
と
し
て
、
愚
論
を
飾
り
ハ
と
も
に
通
じ
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
が
、
矛
盾

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
岱
康
の
論
は
、
相
手
が
自
己
の
説
に
同
調
し
た
の
を
み
る
と
、
自
己
の
説
に
対
す
る
反
証
を
あ
げ
て
、
相
手
が
答
え
に
窮
し
た
と
こ

ろ
で
、
加
え
て
相
手
の
矛
盾
を
暴
露
し
て
論
破
す
る
と
い
う
、
実
に
巧
妙
な
論
理
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
清
談
の
さ
ま
を
彷
彿

さ
せ
る
が
、
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
論
の
運
び
に
は
、
善
く
い
え
ば
知
的
、
悪
く
い
え
ば
遊
戯
的
な
、
論
争
の
た
め
の
論
争
と
な
っ
て
い
る

嫌
い
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
信
管
が
あ
げ
た
周
亜
夫
・
寄
布
云
云
の
例
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
も
し
こ
の
例
を
も
っ
て
、
信
順
は
そ
の
人
の

吉
凶
に
関
係
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
前
章
の
「
届
書
無
吉
凶
摂
生
論
」
で
み
た
、
岱
康
の
自
身
の
説
、
す
な
わ
ち
積
善
慧
智
が

吉
凶
を
変
改
す
る
と
す
る
説
と
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
お
も
う
に
、
毬
康
は
、
信
順
だ
け
が
吉
凶
を
構
成
す
る
の
で
な
く
、
吉
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凶
は
信
順
を
含
め
た
人
間
の
内
外
様
々
な
要
素
に
よ
っ
て
、
し
か
も
複
合
的
な
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
廊
下
は
儒
家
の
伝
統
的
な
徳
行
を
修
め
て
命
を
待
つ
と
い
う
楽
観
的
な
人
生
観
に
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
は
人

間
の
究
極
的
幸
福
は
儒
家
の
徳
行
だ
け
で
は
包
括
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
或
い
は
行
、
曽
・
閾
に
埋
り
、
仁
義
を
服
塾
し
、
動
く
に
中
和
に
由
り
、
甚
大
の
累
無
く
ん
ば
、
便
ち
仁
理
巳
に
高
し
、
此
を
以
て
自
ら

　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
サ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
わ
い
　
　
　
の

　
減
し
と
謂
う
も
の
有
り
。
而
る
に
喜
怒
に
盟
か
さ
れ
ず
、
神
気
を
平
か
に
し
て
老
を
掃
け
年
を
延
ば
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
未
だ
之
を

　
聞
か
ざ
る
な
り
（
「
答
難
養
生
論
」
）
。

　
た
だ
、
留
意
す
べ
き
は
、
彼
は
儒
家
的
倫
理
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
現
実
的
社
会
に
お
い
て
は
、
「
法
を
奉
じ
理
に
重
い
、

　
　
　
か
か

世
網
に
結
ら
ず
、
罪
無
き
を
以
て
自
ら
尊
く
す
」
（
「
答
難
養
生
論
」
）
と
社
会
規
範
の
規
矩
を
守
る
こ
と
を
是
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
⇔
院
白
毫
は
信
順
を
詔
命
の
理
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
飲
食
・
服
薬
も
成
命
の
理
と
す
る
（
「
上
食
非
命
、
而
命
必
須
食
」
「
夫
多
食

傷
性
、
良
薬
已
病
、
相
之
所
一
也
」
）
さ
ら
に
ト
笠
・
骨
相
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
徴
験
が
あ
る
と
し
て
、
同
様
に
亡
命
の
理
だ
と
い

う
（
「
然
、
卜
之
亘
理
、
所
以
成
相
命
者
也
」
）
。
そ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
「
無
断
而
居
者
可
占
」
（
作
為
の
意
図
を

も
た
な
い
で
居
す
る
場
合
は
（
吉
凶
）
を
占
う
こ
と
が
で
き
る
）
の
論
を
繰
り
返
え
し
強
調
す
る
。
そ
の
詳
細
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

　
元
享
利
貞
は
ト
の
吉
卦
の
兆
辞
で
あ
り
、
隆
準
龍
顔
は
公
侯
の
（
骨
）
相
で
あ
る
の
は
、
そ
の
数
が
遇
い
、
形
が
自
然
に
そ
う
な
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
作
為
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
（
隆
）
準
（
龍
）
顔
が
作
為
で
き
る
と
す
れ
ば
、
（
骨
）
相
は
な
く
、
吉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
な

卦
の
兆
辞
が
作
為
で
き
る
と
す
れ
ば
ト
い
が
成
立
し
な
い
。
今
、
吉
宅
を
建
て
て
幸
福
の
応
報
を
得
よ
う
と
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
、

（
龍
）
顔
（
隆
）
準
を
作
為
し
て
公
侯
と
な
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
公
孫
述
が
掌
に
「
公
孫
帝
」
と
刻
し
て
も
、
王
事
が

二
尺
五
寸
の
銅
製
の
威
斗
を
つ
く
っ
て
、
坐
し
て
そ
の
柄
を
回
わ
し
て
衆
兵
を
鎮
圧
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
が
な
く
敗
亡
し
た
の

が
そ
の
例
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
故
ら
に
す
る
無
く
し
て
居
す
る
者
は
謎
崇
を
占
え
る
が
、
予
め
凸
面
を
建
て
て
後
で
そ
こ
に
住
ん
で

も
吉
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
だ
。
従
っ
て
、
「
宅
の
人
を
制
す
る
に
非
ず
、
梅
畑
に
宅
を
徴
に
す
」
る
と
い
う
の
だ
。
ま
た

三
徳
如
に
よ
れ
ば
図
宅
術
は
徴
験
が
な
い
の
で
謳
で
あ
り
、
成
命
の
理
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
岱
康
は
ど
う
応
え
て
い
る
か
。

　
あ
な
た
は
、
ト
も
相
命
を
成
す
所
以
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま
た
私
の
疑
問
と
す
る
点
だ
。
（
『
荘
子
』
達
生
篇
に
み
る
）
柔
和
を
以
て
齢
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七
十
に
至
っ
て
も
童
稚
の
顔
色
を
保
っ
た
と
い
う
単
豹
が
ト
っ
て
、
虎
に
食
い
殺
さ
れ
る
こ
と
を
予
め
知
っ
て
深
宮
に
隠
れ
住
み
、
厳

重
に
自
衛
を
講
じ
た
と
し
て
、
そ
れ
で
も
な
お
虎
に
食
い
殺
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
ト
っ
て
も
な
ん
の
益
も
な
い
こ
と
と
な
る
。
逆
に
、

も
し
虎
に
食
わ
れ
る
こ
と
を
免
か
れ
た
と
し
た
ら
、
相
命
が
ト
に
敗
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
元
来
虎
に
食
い
殺
さ

れ
る
相
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ト
は
妄
語
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
も
し
命
が
ト
に
よ
っ
て
成
る
と
い
っ
た
ら
、
世
の
中
に

は
一
生
ト
を
用
い
な
い
人
間
も
い
る
。
こ
の
人
は
相
を
失
し
て
短
命
に
終
る
の
か
。
も
し
ト
も
ま
た
相
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ト
は

相
の
一
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
ト
が
相
命
を
成
す
所
以
と
は
い
え
な
く
な
る
。
卜
笠
と
相
命
は
相
通
じ
て
一
つ
の
こ
と
な

の
か
、
そ
れ
と
も
別
々
の
も
の
な
の
か
。

　
さ
ら
に
「
故
ら
に
す
る
無
く
し
て
書
す
れ
ば
占
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
龍
顔
隆
準
を
相
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
じ
だ
」
と
の

三
徳
如
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
岱
康
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ

　
あ
な
た
の
論
理
を
推
し
進
め
る
と
、
吉
と
な
る
べ
き
人
が
瞑
目
し
て
（
作
為
の
意
図
な
く
）
行
動
し
て
、
推
誉
任
命
て
住
居
を
建
て

て
も
自
然
と
吉
に
あ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
吉
に
な
る
べ
き
人
だ
け
で
な
く
、
凶
と
な
る
べ
き
人
に
も
逆
に

適
用
さ
れ
る
。
凡
そ
命
あ
る
者
は
皆
闇
（
何
の
意
図
も
も
た
ず
）
に
行
動
し
て
も
お
の
ず
か
ら
吉
凶
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ

ば
目
を
閉
じ
よ
う
（
夕
蝉
）
が
目
を
開
こ
う
（
有
田
）
が
、
吉
凶
を
得
る
に
お
い
て
は
同
一
だ
。
今
、
あ
な
た
は
故
ら
に
す
る
無
く
し
て
建

　
　
　
　
α
の

て
た
の
を
貞
宅
（
正
当
の
吉
宅
）
と
尊
ぶ
。
し
か
し
、
（
故
ら
に
す
る
有
っ
て
）
設
為
し
た
宅
と
そ
の
形
は
異
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
功
を

以
て
成
る
。
倶
に
吉
宅
で
あ
る
。
貞
宅
は
吉
を
闇
遇
に
授
け
ら
れ
、
言
為
は
福
を
用
智
に
減
ず
る
だ
け
だ
。
当
為
と
闇
遇
は
程
度
の
差

で
し
か
な
い
。
従
っ
て
設
為
（
有
故
）
を
全
く
否
定
す
る
の
は
お
か
し
い
。
そ
れ
故
、
私
は
「
宅
と
性
命
は
各
の
一
物
と
錐
も
、
猶
お
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

夫
と
良
田
と
合
し
て
功
を
成
す
が
ご
と
し
」
と
い
う
の
だ
。
「
人
に
与
り
て
徴
す
る
に
非
ず
。
宅
も
亦
人
を
成
す
こ
と
明
か
な
り
」
。
だ

か
ら
、
あ
な
た
が
宅
だ
け
を
成
命
の
理
か
ら
除
外
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
、
と
。

　
国
毬
康
が
（
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
で
）
智
の
知
る
と
こ
ろ
は
知
ら
な
い
こ
と
の
多
い
の
に
及
ば
な
い
と
の
主
張
に
対
し
て
、
玩
徳
如

　
　
　
や

は
此
れ
較
や
通
世
の
常
滞
で
あ
る
。
’
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
智
の
知
ら
ざ
る
所
を
妄
り
求
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
。
暗
に
盈
康

が
幽
微
の
世
界
へ
目
を
向
け
る
の
を
「
妄
求
」
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
毬
康
は
そ
れ
に
対
し
て
「
智
の
知
ら
ざ
る
所
、
相
は
必
ず
亦
た
未
だ
知
ら
ざ
る
也
」
と
し
て
、
今
我
々
が
論
議
し
て
い
る
相
命
も
未

…4
8

｝



知
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
。
（
「
妄
求
」
す
る
な
と
す
れ
ば
、
相
槍
に
つ
い
て
論
じ
る
な
と
い
う
こ
ど
に
な
る
）
未
知
に
つ
い
て
の
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん

明
を
我
々
は
放
棄
す
べ
き
で
は
な
い
。
知
ら
な
い
こ
と
は
、
「
見
に
因
り
て
隠
を
求
め
、
端
を
尋
ね
緒
を
究
め
」
て
「
願
を
探
り
隠
を
閉

め
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
）
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
猟
師
が
山
林
中
の
禽
獣
を
発
見
し
て
追
跡
す
る
の
と
似
て
い
る
。

時
ど
し
て
禽
獣
を
獲
る
こ
と
が
無
く
て
も
、
禽
獣
を
得
る
に
は
、
こ
の
足
跡
に
由
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
未
だ
吉
凶
が
先
に
定

ま
ら
な
い
，
の
を
も
っ
て
吉
凶
が
究
明
で
き
な
い
と
す
る
の
は
、
・
猟
師
が
禽
獣
を
捕
え
ら
れ
な
い
と
し
て
追
跡
を
あ
き
ら
め
る
の
と
同
様

で
、
坐
し
て
無
根
を
守
る
．
（
坐
守
無
根
）
こ
と
だ
と
い
う
。

む
す
び

　
以
上
、
五
章
に
分
け
て
宅
吉
凶
論
の
具
体
的
な
展
開
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
岱
康
の
所
論
を
中
心
に
し
て
全
体
の
も
つ
問
題
点
を

思
想
史
的
観
点
か
5
、
私
な
り
に
整
理
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
指
摘
し
た
い
の
は
、
王
充
お
よ
び
そ
の
影
響
を
う
け
た
と
思
わ
れ
る
長
徳
如
の
思
想
の
も
つ
特
色
と
限
界
に
つ
い
て
で
あ
る
。

彼
ら
が
迷
信
習
俗
を
個
別
具
体
的
事
例
の
矛
盾
を
衝
い
て
批
判
す
る
と
こ
ろ
で
、
た
し
か
に
そ
れ
な
り
の
科
学
的
合
理
思
考
が
は
た
ら

い
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
の
迷
信
批
判
を
支
え
る
根
本
の
思
想
は
命
定
論
で
あ
る
。
命
定
論
は
た
し
か
に
迷
信
を
抑
え
る
と
い
う
点
で

は
有
効
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
命
定
論
の
枠
を
守
る
か
ぎ
り
、
そ
の
科
学
的
合
理
的
思
考
も
具
体
的
事
象
に
止
ま
る
狭
小
性
を

脱
し
得
て
い
な
い
。
命
定
論
の
枠
内
で
養
生
論
を
説
い
て
も
、
そ
れ
は
人
生
に
お
け
る
主
体
的
行
動
の
も
つ
意
義
を
充
分
に
宣
揚
し
え
な
い
。

　
一
．
方
、
王
符
は
明
ら
か
に
儒
家
の
正
統
的
徳
行
主
義
を
継
承
し
て
い
る
。
（
徳
行
主
義
は
当
時
の
知
識
人
の
大
部
分
が
表
向
き
共
有
し

て
い
た
伝
統
的
立
場
で
あ
っ
た
）
そ
の
奉
持
す
る
儒
家
的
徳
行
主
義
は
迷
信
を
排
し
積
善
履
順
に
よ
る
運
命
の
変
改
を
（
随
命
）
を
認
め

る
と
こ
ろ
で
、
た
し
か
に
主
体
的
行
動
の
意
義
を
積
極
的
に
表
明
し
て
い
る
が
、
二
点
に
お
い
て
そ
の
限
界
性
が
存
し
た
。

　
一
つ
は
軽
微
的
超
越
的
世
界
へ
の
思
弁
の
弱
さ
で
あ
る
。
後
重
藤
よ
り
魏
晋
の
交
替
期
の
政
治
的
軍
事
的
動
乱
、
そ
れ
に
伴
な
う
社

会
不
安
の
中
で
徳
行
主
義
が
ど
れ
だ
け
人
々
を
得
心
せ
し
め
て
い
た
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
当
時
を
記
す
史
書
を
通
し
て
浮
か
び
上

・
っ
て
く
る
の
は
、
淫
祠
・
塗
笠
・
骨
相
・
巫
観
の
祝
請
・
占
夢
・
風
水
・
風
調
・
堪
輿
に
＝
暑
一
憂
し
、
時
日
そ
の
他
の
彩
し
い
三
三
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に
狂
奔
す
る
人
々
の
姿
態
で
あ
り
、
方
術
士
の
横
行
で
あ
り
、
乞
胡
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
西
域
か
ら
の
仏
教
僧
の
渡
来
で
あ
り
、
太
平
道
．

五
斗
米
道
な
ど
の
興
起
で
あ
る
。
そ
う
し
た
迷
信
的
習
俗
の
一
端
は
『
潜
夫
論
』
の
ト
列
・
巫
列
・
夢
話
・
後
列
の
四
篇
で
王
符
自
身

が
活
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
迷
信
的
習
俗
が
民
衆
の
薫
辛
を
棄
し
、
さ
ら
に
は
迷
信
を
利
用
し
て
権
力
の
中
枢
に
接
近
す
る
者

も
出
現
し
た
。
例
え
ば
、
桓
帝
末
期
の
河
内
の
風
角
の
術
者
張
成
は
宙
官
と
結
託
し
て
皇
帝
を
煽
動
し
て
儒
家
官
僚
割
譲
の
弾
圧
を
謀

略
し
た
（
『
後
漢
書
』
党
鋼
列
伝
）
。
迷
信
の
弊
害
は
正
し
く
王
符
の
指
弾
す
る
通
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
か
く

も
迷
信
が
は
び
こ
る
程
に
社
会
の
下
層
部
分
で
精
神
的
救
済
が
烈
し
く
翼
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
幽
微
で
非
合
理
な
超
越
的
世
界

へ
人
々
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
迷
信
に
走
る
者
を
愚
民
と
倍
す
だ
け
で
は
、
実
は
事
の
済
ま
な
い
精
神
的
状
況
が
存

し
た
の
で
あ
る
。
王
充
・
玩
徳
如
の
主
張
す
る
命
定
論
は
、
間
接
的
に
せ
よ
、
か
か
る
時
代
の
精
神
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
思
う
。

王
符
の
徳
行
主
義
は
、
時
代
の
迷
信
の
背
後
に
ひ
そ
む
超
越
的
世
界
へ
の
翼
求
を
そ
の
実
践
の
た
め
の
視
界
に
充
分
に
捉
え
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
徳
行
主
義
の
も
つ
も
う
一
つ
の
限
界
性
は
、
儒
家
的
実
践
徳
目
が
郷
挙
里
選
の
推
薦
基
準
と
結
び
つ
き
、
徳
目
の
内
的
実
質
よ
り
も

表
面
的
評
価
に
目
が
奪
わ
れ
、
社
会
的
に
徳
目
の
形
骸
化
の
風
潮
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
弊
害
は
岱
康
の
時
代
に
至
っ
て
、
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
側
面
に
お
い
て
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
詳
細
に
述
べ
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
す
で
に
魯
迅
、
日
本
で
は
西
順
蔵
、

氏
が
論
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
、
司
馬
氏
専
権
下
で
、
徳
行
を
奉
ず
る
名
教
は
反
司
馬
氏
的
知
識
人
へ
の
弾
圧
の
正
当
化
の
た
め
の
手
段
と
化

し
、
ま
た
知
識
人
自
身
に
お
い
て
は
、
私
欲
を
隠
蔽
す
る
虚
飾
の
具
へ
と
堕
落
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
時
代
の
精
神
状
況
下
で
、
玩
徳
論
と
岱
康
と
の
宅
の
吉
凶
を
め
ぐ
る
対
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
ど
、

毬
康
の
所
論
の
も
つ
思
想
史
的
意
義
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
い
さ
さ
か
抽
象
論
的
な
嫌
い
が
あ
る
が
、
今
そ
の
思
想
史
的
意
義
を
二
点
指
摘
し
た
い
。

　
9
我
々
普
通
の
人
間
（
中
人
）
に
と
っ
て
既
知
の
事
柄
よ
り
も
未
知
の
事
柄
の
方
が
多
い
と
奮
康
は
い
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は

別
言
す
れ
ば
、
未
知
の
世
界
（
存
在
）
が
既
知
の
世
界
（
存
在
）
を
優
位
的
に
包
含
し
て
い
る
。
い
わ
ば
二
重
の
構
造
に
お
い
て
世
界

（
存
在
）
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
断
わ
っ
て
お
き
た
い
が
、
君
徳
如
に
し
て
も
、
『
濃
密
』
楽
聖
篇
の
「
明
に
は
礼
楽
有
り
、
幽
に
は
則
ち
鬼
神
有
り
」
や
『
易
』

「5
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の
繋
辞
伝
に
み
る
鬼
神
観
を
ふ
ま
え
て
、
幽
微
的
世
界
（
存
在
）
を
全
く
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
は
孔
子
が
黙
思

の
鬼
神
の
存
在
へ
の
問
い
に
「
答
え
ざ
」
る
こ
と
を
是
と
し
、
幽
微
的
世
界
に
つ
い
て
は
未
知
と
し
「
妄
求
」
す
べ
き
で
な
く
、
古
の
君
子

　
　
　
　
　
　
α
の
」

の
ご
と
く
、
修
身
択
術
し
、
成
性
存
存
（
，
『
易
』
繋
辞
上
）
し
て
自
ら
尽
く
す
の
み
（
釈
難
直
面
吉
凶
摂
生
論
）
と
主
張
し
て
、
幽
微

量
世
界
へ
関
心
を
向
け
る
こ
と
を
禁
欲
的
に
拒
否
し
、
あ
ぐ
ま
で
も
軍
功
の
常
理
世
界
に
止
ま
ろ
う
と
す
る
。
（
こ
れ
ま
た
儒
家
的
合
理

主
義
の
思
想
史
上
の
一
つ
の
展
開
方
向
で
あ
る
）

　
岱
康
は
、
前
述
の
よ
う
な
世
界
（
存
在
）
の
認
識
下
で
、
『
易
』
に
基
づ
き
つ
つ
、
未
知
の
世
界
へ
の
主
体
的
な
知
的
究
明
が
可
能
だ

と
積
極
的
に
主
張
す
る
。

　
世
に
自
理
の
道
無
く
、
法
に
独
善
の
術
無
し
。
「
筍
く
も
其
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
道
虚
し
く
は
行
わ
れ
ず
」
（
繋
辞
下
）
。
礼
楽
政
刑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ

　
経
常
の
外
事
す
ら
猶
お
疏
な
る
所
有
り
。
況
ん
や
幽
微
な
る
者
を
や
。
縦
に
神
微
を
明
か
に
し
、
惑
を
秩
き
滞
を
起
て
ん
と
欲
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
端
を
立
て
て
由
る
所
を
明
か
に
し
、
遮
断
し
て
、
其
の
要
を
検
す
れ
ば
乃
ち
徴
有
り
と
為
す
。
（
「
難
曲
無
吉
凶
摂
生
論
」
）

幽
微
（
未
知
）
の
世
界
（
存
在
）
は
三
下
に
は
知
ら
れ
ざ
る
世
界
（
存
在
）
だ
が
、
我
々
が
そ
の
究
明
を
主
体
的
に
意
志
し
て
、
確
固

と
し
た
方
法
（
そ
れ
が
「
因
見
尋
緒
」
で
あ
り
「
気
宇
索
隠
」
で
あ
る
）
に
よ
っ
て
迫
れ
ば
、
そ
の
世
界
（
存
在
）
が
我
々
の
前
に
開

示
（
徴
）
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
既
知
の
世
界
（
存
在
）
が
未
知
の
世
界
（
存
在
）
へ
と
不
断
に
拡
大
接
近
化
す
る
こ
と
が
保
証
さ
れ

て
い
る
。
幽
微
の
世
界
（
存
在
）
は
非
合
理
で
あ
る
が
、
し
か
し
合
理
に
対
し
て
自
閉
し
た
非
合
理
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
知
り

う
る
可
能
性
が
無
限
の
中
で
措
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
二
重
構
造
的
世
界
（
存
在
）
認
識
は
、
主
体
の
意
志
と
そ
の
究
明
の
努
力
を
保
証

す
る
と
こ
ろ
で
、
院
徳
如
、
ひ
い
て
は
王
充
の
命
定
論
を
思
想
と
し
て
克
服
し
、
か
つ
ま
た
彼
ら
の
狭
小
的
合
理
思
考
を
批
判
し
得
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
⇔
岱
康
が
そ
の
未
知
の
世
界
の
深
遠
を
幽
微
罪
世
界
と
確
信
す
る
と
き
、
そ
こ
で
は
合
理
的
思
考
の
及
ぶ
事
柄
の
み
な
ら
ず
、
非
合

理
的
と
さ
れ
る
事
柄
も
同
時
に
そ
の
存
在
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
お
の
ず
か
ら
誤
読
吉
凶
論
も
受
け
入
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
こ
の
認
識
に
お
い
て
（
彼
の
思
想
に
例
え
ば
仏
教
や
道
教
の
民
間
信
仰
が
影
響
を
与
え
た
と
す
る
研
究
も
考
慮
に
い
れ
て
）
、
彼
の
思

想
は
当
時
の
社
会
の
下
層
の
精
神
的
状
況
を
そ
の
視
野
に
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
論
は
例
証

も
考
察
も
不
十
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
問
題
指
摘
に
止
ま
り
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。
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岱
康
の
所
論
に
は
、
も
ち
ろ
ん
限
界
性
も
存
す
る
。
例
え
ば
、
彼
は
五
音
を
姓
・
宅
に
配
当
す
る
五
雲
説
お
よ
び
天
人
感
応
説
を
文

　
　
　
⑳

字
通
り
迷
信
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
世
界
（
存
在
）
認
識
が
非
合
理
的
存
在
を
受
け
入
れ
る
そ
の
本
来
的
な
あ
り
方
の
と
こ
ろ
で

高
度
の
宗
教
的
思
弁
性
を
も
つ
と
同
時
に
低
俗
な
迷
信
に
陥
る
危
険
性
も
も
っ
て
い
る
、
そ
の
迷
信
的
側
面
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
の
宅
に
吉
凶
有
り
と
す
る
説
が
玩
徳
如
の
宅
無
吉
凶
論
へ
の
反
措
定
と
し
て
打
出
さ
れ
て
お
り
、
「
吾
怯
於
専
断
」
に
端
的

に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
所
論
が
で
は
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
行
動
へ
と
結
び
つ
く
の
か
必
ず
し
も
分
明
で
な
く
観
念
的
な

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
所
論
の
も
つ
論
争
を
目
的
と
し
た
知
的
遊
戯
の
性
格
を
全
面
的
に
は
否
定
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
こ
と
、
彼
の
実
生
活
に
お
け
る
思
想
と
行
動
の
矛
盾
を
も
理
由
に
し
て
、
彼
の
所
論
の
思
想
的
評
価
に
否
定
的
な
見
解
も
存
す
る
。

　
し
か
し
、
翻
っ
て
四
章
・
五
章
で
見
た
岱
康
の
所
論
の
も
つ
、
内
容
の
一
貫
性
、
緻
密
な
論
理
構
成
、
何
に
も
ま
し
て
幽
親
署
世
界

へ
の
切
実
な
思
弁
、
そ
の
世
界
（
存
在
）
認
識
の
独
自
性
、
等
を
考
え
る
と
、
奮
康
の
思
想
史
上
に
占
め
る
位
置
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
。
後
漢
か
ら
魏
晋
へ
の
思
想
の
多
様
な
展
開
の
一
つ
の
方
向
と
し
て
、
彼
の
思
想
は
出
る
べ
く
し
て
出
た
思
想
の
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
〈
注
〉

ω
　
「
陳
留
志
名
」
の
原
文
を
引
け
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
院
共
、
尉
氏
人
、
仕
魏
至
言
尉
卿
。
少
子
侃
、
字
徳
如
、
有
俊
才
、
而
筋
以
名
理
、
風
儀
雅

　
潤
、
与
愁
康
為
友
、
仕
至
河
内
太
守
。
」

②
　
　
「
寺
号
吉
凶
摂
生
論
」
と
「
釈
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
の
作
者
を
玩
徳
如
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
存
す
る
。
例
え
ば
厳
可
均
（
『
全
三
国
文
』
）
や

　
挑
振
宗
（
『
下
書
経
籍
志
考
証
』
）
は
、
こ
の
二
篇
の
作
者
を
張
遼
叔
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
す
で
に
寸
評
蘭
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
二
人
が
張
遼
叔

　
だ
と
す
る
論
拠
は
薄
弱
で
あ
る
。
（
凋
友
蘭
氏
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
四
、
第
五
節
「
岱
康
吊
身
当
時
社
会
迷
信
的
態
度
」
人
民
出
版
社
一
九
八
○
年
、

　
九
三
～
九
五
ペ
ー
ジ
参
照
）
さ
ら
に
又
、
「
難
宅
無
吉
凶
摂
生
論
」
で
岱
康
が
相
手
に
対
し
て
、
「
此
皆
足
下
家
事
」
と
相
手
の
家
学
が
儒
学
で
あ
る
と

　
い
っ
て
い
る
。
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
注
引
く
『
竹
林
七
賢
論
』
で
「
諸
軍
七
二
儒
学
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
や
は
り
、
呉
寛

　
本
に
従
っ
て
、
作
者
を
院
侃
と
す
る
方
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。

個
，
『
後
漢
書
』
の
王
景
伝
（
七
六
巻
）
、
三
三
伝
（
四
六
巻
）
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
。

、
ω
　
管
絡
に
つ
い
て
は
『
三
国
志
』
二
士
の
本
伝
参
照
。
郭
瑛
に
つ
い
て
は
『
直
書
』
七
二
、
『
南
平
』
一
一
二
を
参
照
。
な
お
図
宅
術
が
道
教
に
お
い
て
も

　
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
『
太
平
経
』
の
「
葬
宅
訣
」
に
「
葬
者
、
本
先
人
之
丘
陵
居
処
也
。
（
中
略
）
宅
、
地
也
。
魂
神
言
当
得
還
、
養
其
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子
孫
。
善
地
則
魂
神
還
養
也
。
悪
地
則
魂
神
還
為
害
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
証
せ
ら
れ
る
。

㈲
　
王
宮
の
迷
信
一
般
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
隆
郎
氏
「
『
論
衡
』
習
俗
批
判
考
」
（
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
二
五
号
の
二
〈
人
文
科
学
〉
昭

　
和
四
八
年
＝
月
）
お
よ
び
徐
敏
氏
の
『
王
充
哲
学
思
想
探
索
』
（
生
活
・
読
書
・
新
知
、
三
聖
書
店
出
版
一
九
七
九
年
＝
七
一
＝
八
ペ
ー
ジ
）
参

　
照
。

㈲
　
王
充
の
命
定
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
書
お
よ
び
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
①
戸
川
芳
郎
氏
「
歩
留
命
定
論
試
探
」
（
中
国
の
文
化
と
社
会
九
輯
一

　
九
六
二
年
）
②
森
三
樹
三
郎
氏
『
上
古
よ
り
今
代
に
至
る
性
命
観
の
展
開
』
（
悪
文
社
一
九
七
一
年
二
六
八
⊥
一
一
〇
ニ
ペ
ー
ジ
）
③
佐
藤
匡
玄
氏
『
論
衡

　
の
研
究
』
（
富
鉱
社
｝
九
八
】
年
、
第
三
章
性
命
論
）
④
前
掲
徐
敏
氏
著
書
六
章
時
命
論
及
其
実
質
⑤
周
桂
釧
氏
『
王
充
哲
学
思
想
新
探
』
（
河
北
人
民

　
出
版
社
一
九
八
四
年
、
＝
二
八
－
一
四
六
ペ
ー
ジ
）

m
　
生
経
の
推
定
年
代
は
『
辞
海
』
哲
学
分
冊
に
よ
る
。
『
哲
学
大
辞
典
』
中
国
哲
学
史
巻
（
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
八
四
年
）
も
踏
襲
し
て
い
る
。
卒
年

　
を
一
六
五
年
前
後
に
お
く
説
も
あ
る
（
曲
率
貴
『
王
符
思
想
研
究
』
甘
粛
人
民
出
版
社
一
九
八
六
年
一
一
三
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

圖
　
　
『
潜
三
論
』
の
引
用
文
は
、
湖
海
楼
叢
書
の
圧
継
培
の
箋
注
本
に
依
る
。

働
　
前
掲
森
氏
著
書
（
三
〇
六
ペ
ー
ジ
）
に
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

q
①@
入
林
伐
木
、
不
卜
日
。
藤
野
刈
草
、
不
択
時
。
及
其
構
而
案
出
、
制
而
用
之
、
墨
壷
其
吉
凶
。
不
亦
迷
乎
。
（
厳
可
均
『
全
後
漢
文
』
所
引
『
昌
言
」
）

q
D
@
岱
康
と
玩
徳
如
の
宅
吉
凶
を
め
ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
は
、
①
福
永
光
司
氏
「
奮
康
に
お
け
る
自
我
の
問
題
」
（
．
『
東
方
学
報
（
京
都
）
』
第
三
二
冊
、

　
一
九
六
二
年
、
六
章
）
②
同
氏
「
務
康
と
仏
教
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
二
〇
巻
四
号
一
九
六
二
年
）
③
木
全
徳
雄
氏
「
儒
教
的
合
理
主
義
の
立
場
－
玩
侃

　
と
岱
康
と
の
〈
堂
堂
吉
凶
〉
論
争
に
あ
ら
わ
れ
た
る
一
」
（
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
「
東
洋
学
論
集
」
昭
和
五
五
年
　
五
五
・
一
－
五
七
「
ペ
ー
ジ
）

　
④
前
掲
漏
友
蘭
氏
著
書
第
五
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
論
は
特
に
福
永
氏
の
論
考
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

働
　
明
の
黄
省
慮
の
嘉
応
乙
酉
年
彷
宋
刻
本
の
原
文
は
「
孤
露
魁
岡
」
で
あ
る
。
幽
明
揚
氏
の
校
勘
に
従
っ
て
改
め
る
。
（
『
響
康
集
校
注
』
人
民
文
学
出
版
社

　
一
九
六
二
年
二
六
九
ペ
ー
ジ
）

⑯
　
，
「
無
形
」
の
語
は
『
荘
子
』
徳
充
符
の
「
固
有
不
言
三
教
、
無
形
而
心
成
者
邪
」
に
も
と
つ
く
で
あ
ろ
う
。

α
の
@
前
掲
福
永
氏
「
岱
康
に
お
け
る
自
我
の
問
題
」
の
注
二
七
参
照
。

㈲
　
戴
余
丁
氏
い
う
「
呉
紗
豊
作
『
想
亦
未
知
也
』
案
此
乃
相
盛
之
相
、
紗
者
誤
『
相
必
』
二
字
為
『
想
』
字
」
（
前
揚
戸
三
〇
七
ペ
ー
ジ
）
妥
当
だ
と
思

　
う
。

α
⑤@
魯
迅
に
つ
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
魏
黒
風
度
及
文
章
与
薬
及
酒
之
関
係
」
（
『
而
雲
集
』
所
収
）
。
西
順
蔵
氏
に
つ
い
て
は
「
毬
康
た
ち
の
思
想
」

「5
3

一



　
（
『
中
国
思
想
論
集
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
九
年
二
刷
、
＝
五
1
＝
二
六
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

㈲
　
三
明
揚
氏
い
う
「
『
修
』
下
、
呉
紗
本
原
紗
無
空
格
、
墨
校
補
『
身
』
字
、
張
婁
本
、
文
瀾
本
流
続
古
文
苑
亦
作
『
身
』
」
よ
っ
て
「
身
」
を
補
う
（
前

　
揚
書
二
九
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

姻
　
戴
明
揚
通
い
う
「
『
断
』
上
空
格
之
字
、
程
本
作
「
立
」
、
文
津
本
作
『
審
』
、
八
代
文
紗
作
『
決
』
、
呉
紗
本
直
空
格
、
酷
宋
楼
紗
本
有
諸
語
云
『
各
本
「
断
」

　
上
空
一
字
、
是
也
』
断
の
上
に
一
字
あ
る
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
ど
の
字
が
適
当
か
に
わ
か
に
断
じ
が
た
い
。
空
格
の
ま
ま
に
し
て
お
く

　
・
（
前
掲
書
二
七
四
ペ
ー
ジ
）
。

㈹
　
原
文
は
「
乃
二
言
微
」
と
あ
る
。
戴
明
揚
々
は
反
面
本
が
「
乃
為
有
徴
」
に
作
る
の
を
是
と
す
る
。
今
、
戴
氏
に
従
う
。

②
①@
福
永
氏
前
揚
論
文
「
岱
康
と
仏
教
」
、
道
教
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
平
木
康
平
氏
「
養
生
論
を
め
ぐ
る
岱
康
と
向
秀
と
の
論
難
」
（
『
中
国
哲
学
史

　
の
展
望
と
模
索
』
木
村
英
一
頒
寿
記
念
事
業
会
（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
、
三
八
一
1
四
〇
三
ペ
ー
ジ
）
参
照
。
福
永
氏
は
岱
康
が
幼
年
時
代
を
過
ご
し
売
誰
．

　
上
面
県
（
安
微
省
宿
営
付
近
）
が
宮
崇
ぢ
の
太
平
神
庫
の
道
術
（
後
漢
書
巻
六
〇
下
溝
楷
伝
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
宗
教
的
伝
統
の
強
い
土
地
で
あ
り
、
後

　
漢
に
は
仏
教
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
仏
教
の
幼
小
時
の
影
響
を
、
平
木
氏
は
道
教
の
影
響
を
強
調
さ
れ
る
。

⑳
　
人
姓
有
五
音
、
五
行
有
相
生
、
故
同
姓
素
踊
、
悪
不
雨
請
。
（
中
略
）
夫
同
声
相
応
、
同
気
相
求
、
自
然
下
説
也
。
（
「
答
釈
華
墨
無
吉
凶
摂
生
論
」
）

⑳
　
木
全
氏
前
掲
論
文
（
五
五
五
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
小
尾
郊
一
，
氏
『
中
国
の
隠
遁
思
想
』
（
中
公
新
書
、
一
九
八
八
年
）
も
討
論
の
遊
戯
的
性
格
を
指
摘
し
て

　
い
ら
れ
る
。
（
九
〇
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

（
付
記
）
　
小
論
脱
稿
後
、
平
木
康
平
氏
の
「
養
生
論
に
お
け
る
相
宅
術
－
酷
康
の
養
生
思
想
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
養
生
思
想
の
総

　
　
　
　
合
的
研
究
』
平
河
出
版
社
一
九
八
八
年
二
月
、
四
五
二
～
四
七
三
ペ
ー
ジ
）
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
挙
げ
た
資
料
、
個
々
の
解
釈
に
お

　
　
　
　
い
て
、
小
論
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
愁
康
の
思
想
の
評
価
、
そ
の
思
想
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
居
宅
吉
凶
論
を
取
軌
扱

　
　
　
　
う
企
図
と
観
点
に
お
い
て
、
卑
見
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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